
JP 2013-16152 A 2013.1.24

10

(57)【要約】
【課題】携帯用端末機において既に保存されているマル
チメディアコンテンツからメッセージサービスに活用で
きるマルチメディアクリップを抽出するための装置及び
その方法の提供。
【解決手段】携帯用端末機においてメッセージを送信す
るための装置は、マルチメディアクリップの抽出のため
の検索語を分析する検索語分析部と、既に保存されたコ
ンテンツの中から前記入力された検索語と関連するコン
テンツを検索してマルチメディアクリップとして保存す
るクリップ管理部と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用端末機におけるメッセージを送信するための装置において、
　マルチメディアクリップの抽出のための検索語の分析を行う検索語分析部と、
　既に保存されたコンテンツについて入力された前記検索語と関連するコンテンツを検索
し、マルチメディアクリップとして抽出して保存するクリップ管理部と、を含むことを特
徴とする装置。
【請求項２】
　前記携帯用端末機においてメッセージを送信するための装置は、
　メッセージ機能の使用中に入力される単語に該当するマルチメディアクリップをメッセ
ージに含ませる処理をする制御部と、を含み、
　前記検索語分析部は、メッセージ機能の使用中に入力される単語を区分し、　
　前記クリップ管理部は、前記検索語分析部によって区分された単語を検索語として用い
て検索語に対するマルチメディアクリップを検索することを特徴とする請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記クリップ管理部は、前記検索語に対するマルチメディアクリップを提供するサーバ
と連動して検索語を送信し、前記サーバから検索語に対するクリップが提供されることを
特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記クリップ管理部は、既に保存されているコンテンツの分析を可能にするデータをロ
ーディングした後、前記ローディングしたデータに検索語が含まれているのかを確認する
か、前記検索語の関連検索語を用いて関連するコンテンツを確認することを特徴とする請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記既に保存されているコンテンツの分析を可能にするデータは、
　オーディオコンテンツの歌詞、ビデオコンテンツの字幕、マルチメディアコンテンツの
メタ情報の中から少なくとも何れか一つを含むことを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　携帯用端末機におけるメッセージを送信するための方法において、
　マルチメディアクリップの抽出のための検索語を入力する段階と、
　前記入力された検索語と関連するコンテンツを検索する段階と、
　前記関連するコンテンツから検索語に対するマルチメディアクリップを抽出して保存す
る段階と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記携帯用端末機においてメッセージを送信するための方法は、
　メッセージ機能の使用中に入力される単語を区分する段階と、
　前記区分した単語を検索語として用いて検索語に対するマルチメディアクリップを検索
する段階と、
　前記検索語に対するマルチメディアクリップをメッセージに追加して送信する段階と、
を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記区分した単語を検索語として用いて検索語に対するクリップを検索する段階は、
　前記検索語に対するクリップを提供するサーバと連動して検索語を送信する段階と、
　前記サーバから検索語に対するマルチメディアクリップが提供される段階と、を含むこ
とを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記入力した検索語と関連するコンテンツを検索する段階と、
　既に保存されているコンテンツの分析を可能にするデータをローディングする段階と、
　前記ローディングしたデータに検索語が含まれているのかを確認するか、または前記検
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索語の関連検索語を用いて関連するコンテンツを確認することを特徴とする請求項６に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記既に保存されているコンテンツの分析を可能にするデータは、
　オーディオコンテンツの歌詞、ビデオコンテンツの字幕、マルチメディアコンテンツの
メタ情報の中から少なくとも何れか一つを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　携帯用端末機におけるメッセージを送信するための装置において、
　マルチメディアクリップの抽出のための検索語を分析し、メッセージ機能の使用中に入
力される単語を区分する検索語分析部と、
　既に保存されたコンテンツの中で前記入力された検索語と関連するコンテンツを検索し
てマルチメディアクリップとして保存し、前記検索語分析部によって区分された単語を検
索語として用いて検索語に対するマルチメディアクリップを検索するクリップ管理部と、
　
　入力された単語に該当するマルチメディアクリップをメッセージに含ませる処理を行う
制御部と、
　前記検索語に対するマルチメディアクリップの情報を出力する表示部と、
　複数のコンテンツ及び前記検索語と関連するマルチメディアクリップを保存するメモリ
部と、
　前記マルチメディアクリップの検索のための検索語を入力する入力部と、を含むことを
特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記携帯用端末機においてメッセージを送信するための装置は、
　前記検索語に対するマルチメディアクリップをサーバに要請する通信部と、を含み、
　前記サーバは、
　受信の検索語に該当するマルチメディアクリップを検索して前記携帯用端末機に送信す
ることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用端末機においてメッセージを作成し送信するための装置及びその方法
に関し、特に、メッセージ作成中に入力される単語とマッチングしたクリップを自ら保存
しているコンテンツから抽出して使用するための装置及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯用端末機の急激な発達に伴って、無線音声通話及び情報交換可能な携帯用端
末機が生活の必需品となっている。携帯用端末機の普及初期には、ただ携帯できて無線通
話可能のものとして認識されたが、その技術の発達と無線インターネットの導入に伴って
、携帯用端末機は、単なる通話または日程管理などの目的のみならず、ゲーム、短文メッ
セージ機能、近距離通信を用いるリモコン、搭載のデジタルカメラによる画像撮影と、そ
の活用の範囲が段々広くなってユーザの欲求を充足させている。
【０００３】
　上述の携帯用端末機の機能の中、短文メッセージ機能は、音声通話に比べて比較的安い
という長所があるため、ユーザの使用が多い。
　また、単純な文字メッセージのみならず動画、写真、音楽ファイル付きのメッセージサ
ービスを行うマルチメディアメッセージサービス（ＭＭＳ）は、短文メッセージサービス
の長所と電子メールサービスの長所を結合した代表的な有無線統合サービスとして、マル
チメディアコンテンツを含めて提供することができることから、国内のみならず海外でも
携帯用端末機ユーザの使用頻度が高い。
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【０００４】
　このようなメルチメディアメッセージは、テキスト、音楽、画像、動画、リンク情報な
どを複合的に構成し送受信できるようにするメッセージサービスであり、ユーザはマルチ
メディアメッセージを介して無線葉書や静止画、動画、動画カード地図、名刺などを送信
できる。
　さらに、携帯用端末機は、インスタントメッセージ機能を提供して会話ウインドウを通
じてユーザ同士のメッセージのやり取りができるようにする。
　一般的に、携帯用端末機のユーザは、メッセージをやり取りする段階において記号を用
いて自分の感情を表現することがある。
【０００５】
　一例として、携帯用端末機は、予め定められた方式の記号を入力して絵文字、フラッシ
ュアニメーションなどのようなマルチディアコンテンツを送受信して自分の感情を表現で
きる。　
　しかし、携帯用端末機は、単なるグラフィック様の絵文字を提供することで、ユーザは
自分の感情を音楽、画像などで表現できるが、携帯用端末機において提供する絵文字には
制限が有るという問題があった。　
　従って、上記問題点を解決するために、携帯用端末機において多様なコンテンツで自分
の感情の表現するメッセージを介して送信するための装置及びその方法が求められている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許公開第１０－２０１０－０１０１９７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、携帯用端末機
において既に保存されたマルチメディアコンテンツからメッセージサービスに活用できる
マルチメディアクリップを抽出するための装置及びその方法を提供することにある。
　また、本発明の目的は、携帯用端末機においてメッセージ作成中に入力される単語に該
当するマルチメディアクリップを検索するための装置及びその方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による携帯用端末機においてメッセ
ージを送信するための装置は、マルチメディアクリップの抽出のための検索語の分析を行
う検索語分析部と、既に保存されたコンテンツのうち前記入力された検索語と関連するコ
ンテンツを検索してマルチメディアクリップとして保存するクリップ管理部と、を含むこ
とを特徴とする。
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による携帯用端末機においてメッセ
ージを送信するための方法は、マルチメディアクリップの抽出のための検索語を入力する
段階と、前記入力された検索語と関連するコンテンツを検索する段階と、前記関連するコ
ンテンツから検索語に対するマルチメディアクリップを抽出して保存する段階と、を含む
ことを特徴とする。
【００１０】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による携帯用端末機においてメッセ
ージを送信するための装置は、マルチメディアクリップの抽出のための検索語の分析を行
い、メッセージ機能使用中に入力された単語を区分する検索語分析部と、既に保存された
コンテンツ中で前記入力された検索語と関連するコンテンツを検索してマルチメディアク
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リップとして保存し、前記検索語分析部によって区分された単語を検索語として用いて検
索語に対するマルチメディアクリップを検索するクリップ管理部と、入力された単語に該
当するマルチメディアクリップをメッセージに含ませる処理を行う制御部と、前記検索語
に対するマルチメディアクリップの情報を出力する表示部と、複数のコンテンツ及び前記
検索語と関連するマルチメディアクリップを保存するメモリ部と、前記マルチメディアク
リップの検索のための検索語を入力する入力部と、を含むことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態によるマルチメディアクリップを管理する携帯用端末機の構
成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による携帯用端末機においてマルチメディアクリップのリス
トを更新する段階を説明するためのフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態による携帯用端末機のメッセージ作成の段階を説明するため
のフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態による携帯用端末機においてコンテンツからマルチメディア
クリップの抽出を行う段階を説明するための図である。
【図５】本発明の一実施形態による携帯用端末機において検索語に該当するマルチメディ
アクリップの検索を行う段階を説明するための図である。
【図６】本発明の一実施形態による携帯用端末機のメッセージ作成の段階を説明するため
の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の携帯用端末機において既に保存されたマルチメディアコンテンツの全体
または一部を絵文字のようなマルチメディアクリップに用いるための装置及び方法を実施
するための形態の具体例を、図面を参照して詳細に説明する。本発明を説明するに当たっ
て、関連の公知機能或いは構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不明確にする恐れ
があると判断される場合には、その詳細な説明を省略する。
【００１３】
　以下では、本発明による携帯用端末機において既に保存されたマルチメディアコンテン
ツの全体または一部を絵文字のようなマルチメディアクリップに用いるための装置及び方
法に対して説明する。前述のメッセージは、短文メッセージサービス、マルチメディアメ
ッセージサービス、電子メール、メッセンジャー機能を介して入力されるメッセージを示
し、マルチメディアクリップは、メッセージ作成中に入力される単語に該当する記号とし
て絵文字、フラッシュアニメージョン、画像、音楽などのコンテンツまたはコンテンツの
一部になり得る。
【００１４】
　図１は、本発明の一実施形態によるマルチメディアクリップを管理する携帯用端末機の
構成を示すブロック図である。
　図１を参照すると、携帯用端末機は、制御部１００、検索語分析部１０２、クリップ管
理部１０４、メモリ部１０６、入力部１０８、表示部１１０及び通信部１１２を含んで構
成することができる。
【００１５】
　携帯用端末機の制御部１００は、携帯用端末機の全般的な動作を制御する。例えば、音
声通話及びデータ通信のための処理及び制御を行い、通常的な機能に加えて、既に保存し
てあるコンテンツからメッセージに含ませるためのマルチメディアクリップを抽出するよ
うに処理する。ここで、マルチメディアクリップは、メッセージ作成中に入力される単語
を代替する絵文字、フラッシュアニメージョン、画像、音楽などのコンテンツになり得る
。
【００１６】
　制御部１００は、ユーザによって入力される単語を検索語にして、入力された単語に該
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当するマルチメディアクリップを検索の上にユーザに提示し、その中でユーザが選択した
マルチメディアクリップをメッセージに含ませるように処理する。例えば、制御部１００
は、ユーザからの「好」という単語の入力が確認された場合、「好」という単語が含まれ
た字幕、歌詞、題を含むマルチメディアクリップを検索してメッセージ入力画面に出力す
るように処理する。この際、制御部１００は、メモリ部１０６に保存されたマルチメディ
アクリップの中から検索語に該当するマルチメディアクリップを検索するか、検索語を、
マルチメディアクリップを管理するサーバに送信した後、サーバから検索語に該当するマ
ルチメディアクリップが提供されるように処理することができる。
【００１７】
　検索語分析部１０２は、ユーザによって入力されるデータから文章または単語の区分を
行い、区分の文章または単語をマルチメディアクリップの検索のための検索語として用い
るように処理する。一例として、検索語分析部１０２は、ユーザによって「おはようござ
います」という文章が入力されたことを確認した場合、「おはよう」という単語または「
おはようございます」という文章をマルチメディアクリップの検索のための検索語として
用いる。さらに、検索語分析部１０２は、ユーザによって入力された単語または文章と関
連する文章をマルチメディアクリップの検索のための検索語として用いてもよい。一例と
して、「おはようございます」という文章が入力されたことを確認した場合、検索語分析
部１０２は、挨拶、別れ、出会いなどの関連検索語を用いることができる。
【００１８】
　クリップ管理部１０４は、既に保存されたコンテンツからマルチメディアクリップを抽
出して保存するように処理し、検索語分析部１０２によって確認された検索語を用いて、
ユーザが入力した文章または単語に対するマルチメディアクリップを検索する。
　この際、クリップ管理部１０４は、既に保存されたコンテンツの分析を行うためのデー
タ（例：音楽コンテンツの歌詞、動画コンテンツの字幕、画像、オーディオ、ビデオのデ
ータを含むマルチメディアコンテンツのメタ情報など）をローディングして、コンテンツ
が検索語と関連するかを判断した上、検索語と関連するデータをマルチメディアクリップ
として抽出し保存する。
　さらに、クリップ管理部１０４は、マルチメディアクリップを提供するサーバと連動す
る場合、マルチメディアクリップの検索のための検索語をサーバに提供するように処理す
る。
【００１９】
　メモリ部１０６は、ロム、ラム、フラッシュロムで構成される。ロムは、制御部１００
、検索語分析部１０２及びクリップ管理部１０４の処理及び制御のためのプログラムのマ
イクロコードと各種の参照データを保存する。
　ラムは、制御部１００のウォーキングメモリであり、各種プログラムを行う際に発生す
る一時的なデータを保存する。また、フラッシュロムは、電話番号簿、発信メッセージ及
び受信メッセージのような更新可能な各種保管用データを保存しコンテンツから抽出した
マルチメディアクリップを保存する。
【００２０】
　入力部１０８は、０～９の数字キーボタンと、メニューボタン、キャンセルボタン、確
認ボタン、通話ボタン、終了ボタン、インターネットアクセスボタン、ナビゲーションキ
ー（又は方向キー）及び文字入力キーなど複数の機能キーを具備し、ユーザが押すキーに
対応するキー入力データを制御部１００に提供する。さらに、入力部１０８は、マルチメ
ディアクリップの検索及び登録のための検索語を入力する。
【００２１】
　表示部１１０は、携帯用端末機の動作の際に発生する状態情報、文字、多量の動画及び
静止画像などを表示する。表示部１１０は、カラー液晶ディスプレイ装置（ＬＣＤ）、Ａ
ＭＯＬＥＤなどを使用してもよく、タッチ入力装置を具備してタッチ入力方式の携帯用端
末機に適用する場合に入力装置として使用してもよい。さらに、表示部１１０は、本発明
の一実施形態によって入力された検索語に該当するマルチメディアクリップの検索を行う
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段階を出力する。
【００２２】
　通信部１１２は、アンテナ（図示せず）を介して入出力されるデータの無線信号を送受
信処理する機能を行う。例えば、送信の場合、送信するデータをチャンネルコーディング
及び拡散した後、ＲＦ処理して送信する機能を行い、受信の場合、受信されたＲＦ信号を
基底帯域信号に変換して基底帯域信号を逆拡散及びチャンネル復号してデータを復元する
機能を行う。さらに、通信部１１２は、本発明の一実施形態による携帯用端末機がマルチ
メディアクリップを管理するサーバと連動する場合、クリップ検索のための検索語をサー
バに送信する。
【００２３】
　検索語分析部１０２及びクリップ管理部１０４の役割は、携帯用端末機の制御部１００
によって行われてもよいが、本発明の実施形態において、これを別途に構成して図示した
のは説明の便宜のための例示的な構成であって本発明の範囲を制限しようとするものでは
なく、当業者であれば本発明の範囲内で多様な変形構成が可能であることを理解できるは
ずである。例えば、これら全てを制御部１００で処理するように構成してもよい。
【００２４】
　図２は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において、マルチメディアクリップの
リストを更新する段階を説明するためのフローチャートである。
　図２を参照すると、マルチメディアクリップは、コンテンツを構成するデータの中、一
部データ（コンテンツの一部再生領域）を意味し、携帯用端末機は、最初にステップ２０
１でマルチメディアクリップのリストを更新する段階を行う。ここで、マルチメディアク
リップのリストを更新することは、検索語に対するマルチメディアクリップを追加、削除
するかまたは変更することを示し、検索語は、携帯用端末機を用いるメッセージ作成に含
まれる単語を意味する。
【００２５】
　以後、携帯用端末機はステップ２０３に進み、追加しようとするマルチメディアクリッ
プに該当する検索語の確認を行う。ステップ２０３は、ユーザがメッセージ作成中に相手
に送信しようとするマルチメディアクリップに該当する検索語の確認を行う段階である。
　以後、携帯用端末機はステップ２０５に進み、コンテンツの分析が行われるデータをロ
ーディングする。ここで、コンテンツ分析が行われるデータは、コンテンツの音楽、コン
テンツの歌詞、ビデオコンテンツの字幕、画像、オーディオ、ビデオデータを含むマルチ
メディアコンテンツのメタ情報になり得る。一例として、コンテンツ分析が行われるデー
タは、歌詞データを用いて歌詞データに含まれた単語と単語に該当する音楽コンテンツの
再生位置を確認できることを意味する。
【００２６】
　以後、携帯用端末機はステップ２０７に進み、検索語と関連するコンテンツを確認した
かを確認する。ここで、ステップ２０７は、ステップ２０５にてローディングを行ったデ
ータ中で検索語を含むデータが存在するかを確認する段階である。
　もし、ステップ２０７で検索語と関連するコンテンツが存在しないことが確認された場
合、携帯用端末機は、本アルゴリズムを終了する。
【００２７】
　一方、ステップ２０７で検索語と関連するコンテンツの存在を確認した場合、携帯用端
末機はステップ２０９に進み、検索語と関連するコンテンツの一部領域をマルチメディア
クリップとして定義した上、ステップ２１１に進み、マルチメディアクリップを保存する
ように処理する。すなわち、携帯用端末機は、既に保存されたオーディオ、ビデオ、画像
のコンテンツなどから検索語に該当するマルチメディアクリップを抽出し保存して、これ
をメッセージ作成の際に用いる。
　以後、携帯用端末機はこのアルゴリズムを終了する。
【００２８】
　図３は、本発明の一実施形態による携帯用端末機のメッセージ作成の段階を説明するた
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めのフローチャートである。
　図３を参照すると、携帯用端末機は、最初にステップ３０１でメッセージ作成段階を行
う。ここで、メッセージ作成段階は、短文メッセージサービス、マルチメディアメッセー
ジサービス、電子メール、メッセンジャー機能を介してメッセージの作成を行なうことを
意味する。
【００２９】
　以後、携帯用端末機はステップ３０３に進み、作成のメッセージから検索語を区分した
上、ステップ３０５に進み、検索語に該当するマルチメディアクリップを検索する。
　ここで、携帯用端末機は、メッセージ入力ウインドウに入力された文章から単語を区分
してマルチメディアクリップの検索のための検索語として用いる。また、携帯用端末機は
、図２に示す段階を通して抽出したマルチメディアクリップを直接保存するかまたは検索
語を区分した時点で現在保存のコンテンツからマルチメディアクリップを抽出することが
できる。
【００３０】
　以後、携帯用端末機はステップ３０７に進み、検索により抽出したマルチメディアクリ
ップをメッセージ入力画面に追加した上、ステップ３０９に進みメッセージを相手ユーザ
へ送信する。
　すなわち、携帯用端末機は、ユーザによって作成された単語に該当するマルチメディア
クリップを相手ユーザに提供し、マルチメディアクリップは上述したように携帯用端末機
に保存のコンテンツから抽出されたものである。
　以後、携帯用端末機はこのアルゴリズムを終了する。
【００３１】
　以上の説明では、携帯用端末機において検索語に対するマルチメディアクリップを抽出
する段階について述べたが、本発明の実施形態による携帯用端末機は、クリップを管理す
るサーバと連動して、検索語に対するマルチメディアクリップを提供することができる。
すなわち、サーバは、複数の検索語に対するマルチメディアクリップを保存し、携帯用端
末機が検索語を区分する場合、サーバに検索語に対するマルチメディアクリップの要請を
行い、対応するマルチメディアクリップの提供を受けることができる。
【００３２】
　図４は、本発明の一実施形態による携帯用端末機においてコンテンツからマルチメディ
アクリップの抽出を行う段階を説明するための図である。
　図４に示すように、コンテンツは、オーディオコンテンツ、ビデオコンテンツ、画像コ
ンテンツなどを含む。
【００３３】
　携帯用端末機は、ユーザによって入力される特定検索語が含まれたコンテンツを区分し
て、マルチメディアクリップの抽出を行う。抽出されたマルチメディアクリップは、検索
語が含まれたフレームであってもよい。
　すなわち、携帯用端末機は、オーディオコンテンツの歌詞データをローディングした後
、検索語が含まれた領域を確認して、マルチメディアクリップとして保存する。この際、
携帯用端末機は、検索語に該当する歌詞が再生される区間を確認するかまたは検索語に該
当する歌詞が再生される時点を基準として一定区間の確認を行う。
【００３４】
　一例として、携帯用端末機が「好」という検索語を確認する場合、オーディオコンテン
ツの歌詞とビデオコンテンツの字幕から「好」という単語が存在する位置を確認し、確認
した位置のデータ（「好」という歌詞が再生される区間の音源４０１、「好」という台詞
が再生される区間のフレーム４０３）をマルチメディアクリップとして保存する（メディ
アクリップデータベース４０５）。これに応じて、携帯用端末機のユーザが「好」という
単語を入力する場合、携帯用端末機は、「好」が含まれた音源または「好」が含まれたフ
レームを絵文字に用いることができる。すなわち、携帯用端末機は、オーディオコンテン
ツの歌詞の中で「○○好き○○」という歌詞が含まれていることを確認した上、「好き」
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という単語が含まれた音源をマルチメディアクリップとして設定することができる。さら
に、携帯用端末機は、男性と女性が会話している場面の中から好きという台詞が含まれた
場面（台詞：君が好き）をマルチメディアクリップとして設定することができる。
【００３５】
　図５は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において検索語に該当するマルチメデ
ィアクリップの検索を行う段階を説明するための図である。
　図５に示すように、携帯用端末機は、メッセンジャー機能５０１を介して相手ユーザと
メッセージを送受信する。
　この際、携帯用端末機は、ユーザによって入力される単語を確認してマルチメディアク
リップの検索のための検索語として用いる。
【００３６】
　すなわち、前述のように「好○○」という単語が入力された場合、携帯用端末機は、入
力された単語を検索語にして「好」に該当するマルチメディアクリップがメディアクリッ
プデータベース５０５に保存されているのかを確認する（５０３）。もし、携帯用端末機
が、「好」に該当するマルチメディアクリップが保存されていることを確認した場合、検
索語に該当するマルチメディアクリップの保存アドレスを確認して（５０７）、マルチメ
ディアクリップに対するリストを提供する。上述のように、本発明の実施形態で提示する
クリップは、携帯用端末機において予め提供されるマルチメディアクリップではなく、検
索語に応じてそのものが保存されているコンテンツから抽出するものであって、このこと
によってユーザの感情を個性的に表現することができるようになる。
【００３７】
　図６は、本発明の一実施形態による携帯用端末機のメッセージ作成の段階を説明するた
めの図である。
　図６に示すように、携帯用端末機は、上述のメッセンジャー機能６０１を介して相手ユ
ーザとメッセージを送受信している。
　この際、携帯用端末機は、ユーザによって入力される単語を確認してマルチメディアク
リップの検索のための検索語として用いる。
【００３８】
　すなわち、前述のように「好○○」という単語が入力された場合、携帯用端末機は、入
力された単語を検索語にして「好」に該当するマルチメディアクリップが保存されている
のか確認する。　
　もし、「好」に該当するマルチメディアクリップの保存が確認された場合、携帯用端末
機は、検索語に該当するマルチメディアクリップのリストを提供する。
【００３９】
　すなわち、携帯用端末機は、「好」に該当するマルチメディアクリップで複数のオーデ
ィオクリップとビデオクリップのリストを出力する（６０３）。これによって、携帯用端
末機のユーザは、出力のマルチメディアクリップのリストからメッセージに含ませるクリ
ップの選択を行い、携帯用端末機は、ユーザによって選択されるマルチメディアクリップ
をメッセージに含ませて相手ユーザに送信する（６０５）。
【００４０】
　上述のように、本発明は、携帯用端末機において既に保存されたコンテンツを絵文字と
して用いるためのものであって、既に保存されたコンテンツの中から検索語に該当するマ
ルチメディアクリップを抽出して保存の上、メッセージの作成の中に入力される単語に該
当するマルチメディアクリップを検索して送信する。これによって、携帯用端末機のユー
ザは、ユーザの感情を表現するマルチメディアクリップを多様に用いることができる。
　一方、本発明の詳細な説明では、具体的な実施形態について説明したが、本発明の範囲
を逸脱しない範囲内で多様な変形が可能であることはもちろんである。従って、本発明の
範囲は、説明した実施形態に限られるものではなく、後述する特許請求の範囲だけでなく
、この特許請求の範囲と均等なものによっても定められなければならない。
【符号の説明】
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【００４１】
　１００　　　　　制御部
　１０２　　　　　検索語分析部
　１０４　　　　　クリップ管理部
　１０６　　　　　メモリ部
　１０８　　　　　入力部
　１１０　　　　　表示部
　１１２　　　　　通信部
　４０１　　　　　音源
　４０３　　　　　フレーム
　４０５、５０５　メディアクリップデータベース
　５０１、６０１　メッセンジャー機能
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